
 

 

 

 

 

 

■実施教科・時間数について教えてください。 

アートマイルに関連した 

実施教科・時間数 

教  科 単  元  名 時間数 
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■作品に込めた想いについて教えてください。 

題 （テーマ） 地域から世界を見つめ、人権を尊重し平和な社会を考える 

メッセージ 
（相手と想いを合わせて 

世界に発信したいメッセージ） 

それぞれが暮らす国の中で、いつもの日常にある平和な時間を伝えたい。人々の

優しい気持ちや思いやり、協力、仲間の様子を表現した。 

 

 

■今回の取り組みの成果と課題はどういった点でしょうか？ 

成        果 課        題 

日本以外の視点からも平和に対する理解を深めるこ

とができた。知らない国の子どもとも、想いをもって向

き合っていくことが大切であることに子どもたちが気が

ついた。 

時間の制約があり部活動の中でだけアートマイルに

取り組む方向は変えられないが、作品を通して海外

の国の子どもや社会の情報を校内の生徒や保護者、

地域へ積極的に伝えていくことをあらためて課題とし

たい。 

 

■アートマイルに取り組む前と比べて相手の国・地域や世界に対して意識はどう変わりましたか？ 

児童生徒の意識の変化 教師の意識の変化 

異なる文化をもつ中学生との交流には驚き

や戸惑いを感じていたが、次第に同世代の

学生との交流という意識に変化をしていっ

た。文化や考え方の違いを体験したことで、

自分たちの常識に対して、考える姿勢が出

てきたことが大きな変化であった。 

今回は初めてアートマイルに参加して流れをつかむことができ

た。私自身は、相手校の校長先生からのメールによってウガン

ダの子どもの現状や子どもにかかわっている教育者たちの平

和への思いを知ることができてとても有り難かった。テーマの

設定や指導内容はさらに深めたいと考えている。 
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■主な活動の流れを教えてください。 

場面 時期 活 動 内 容 児童生徒の反応 実施教科等 

出会い 

自己紹介 
９月 

フォーラムを活用して、相互に自

己紹介や学校紹介、地域紹介を

行った。ウガンダについての調べ

学習を行った。 

昨年度も参加した中学２年生が中心と

なり、１年生に自己紹介のアドバイスを

したり、調べ学習でも下級生を引っ張

っていく様子が見られた。 

部活動 

１２ 

共有 
テーマ学習 

１０月 

絵本や折り紙の造形で平和につ

いて学習を深めた。調べた内容

やメッセージ、壁画デザインにつ

いてフォーラムで共有した。 

テーマについて、生活を見つめ直し

自分の言葉で表すことができ、壁画の

構想ができていった。 
部活動 

１２ 

融合 
想いを形に 

・メッセージ 

・壁画デザイン 

１１月 

壁画制作を開始し、制作途中の

様子をフォーラムにアップした。 

描くもの、色彩などをどうするか話し合

う場面が多くなった。 部活動 

１２ 

創造 

壁画制作 
１２月 

締め切りを目前に完成を目指し

た。また、発送に向けてニューイ

ヤーカードを制作した。 

最終日はインフルエンザのため制作

に参加できない生徒が出たが、助け

合いながら制作に取り組み、日本側の

制作を完成させた。 

部活動 

１２ 

評価 
振り返り 

自己評価 

３月 

ウガンダから完成した壁画が届

き、自分たちの制作を振り返った

り、ウガンダ側の制作した部分に

ついて感想を話し合った。 

表現の違いや色の使い方の違いに驚

いていた。感想を書きまとめとした。 部活動 

２ 

 

■アートマイルでついた力について教えてください。 

評価 （５：とてもついた ４：ついた ３：どちらともいえない ２：あまりつかなかった １：つかなかった） 

学習目標・つけたい力 評価 先生が手応えを感じた場面・理由 

自文化を理解する力 ４ 
テーマに関連して、絵本での学習の中で、普段は控えめな生徒も自分

の考えを素直に表現できて、課題をつかむことができた。 

異文化を理解する力 ３ 
直接の交流はできなかったが、写真や資料を通して同世代として関わ

ろうとしていた。 

情報活用能力 

（収集・まとめ・発信） 
４ 

地域学習などは積極的にできた。どのような課題があるのかなどより深

く調べることができた。 

コミュニケーション力 

（双方向・共感・英語） 
４ 

相手を大切に思い、向き合う姿勢が出てきた。英語に関してはハードル

が高いので生徒は日本語で文章表現した。 

批判的に思考する力 

（客観的・論理的視点） 
４ 

文化の違いについて、幅広い視点から考えるきっかけとなり、改めて自

分たちが常識と考えていたものに対して、考え直す機会となった。 

主体的に考え行動する力 ４ 
昨年度から参加している生徒は、経験を生かして活動をリードしてい

た。初めて参加した１年生も少人数だが意欲的に取り組んでいた。 

他者と協働する力 

（学級内・海外の相手） 
４ 

調べ学習や構図、描く対象などについて、部活内で何度も話し合い、

意見を共有する場面が見られた。 

想いを言葉や形にする力 

（メッセージ作成・壁画制作） 
５ 

何度もスケッチしたり、描き直したりして、粘り強く制作することができ

た。自分自身の表現力を高めたいという気持ちも強くなったようだ。 

評価する力 

(作品の鑑賞・学習の自己評価) 
４ 

美術部員は言葉や身体的な表現が苦手な生徒が多いが、造形表現を

通して自分自身を評価し成長させていることがわかる。 

 


